
 

  

 

啓蒙活動
7/29 天満敦子チャリティーコンサート Vol.13 

浜離宮朝日ホール大ホール 

JHP 

グローバル・セミナ

ーの開講企画中 
 

JHPの「国際ボランテ

ィア・カレッジ」に代わ

る活動として、さらには

25周年事業として2018

年度からセミナーの実

施を企画しています。

2018年8月から予定する

前半のテーマは「グロー

バル化のなかの東南ア

ジア」、全6回開講する予

定です。 

 

諸活動を認知いただく取り組み 

活動名 主な内容・実績 

JHP ニュース発行 

年 2 回発行。部数 3,500 部。 

カラー印刷、透明封筒の活用を継続。 

データの PDF 送信数は 46 件(’18/3 上旬現在)。 

ホームページ運営 

JHP の諸活動や体制に変更・新設が生じたり、イベント等お知らせ情報が生じ

る都度、更新作業を実施。 

サイト訪問件数 17,265 件／年 

メールマガジン 年 20 回発行。閲覧者 1,388 人(’18/3 末日現在) 

SNS の活用 

メールマガジン未登録の方への情報提供や、会の日常的な話題の紹介、イベン

ト当日の話題提供として Facebook と Twitter を活用。 

Facebook フォロワー: 831 人 (’18/3 下旬現在) 

Twitter フォロワー: 413 人 (’18/3 下旬現在) 

報告会・説明会 
2017 年 6 月 24 日「アフリカへ毛布をおくる運動」、10 月 28 日「カンボ

ジア体験ボランティア」それぞれの活動報告会を実施 

講演・講義等 役職員が年 10 回以上を実施 

来訪者受け入れ プノンペン事務所が 29 組 382 人を対応した。 

カレンダー販売 約 500 部を販売した 

 

当年は天満さんが愛器「ストラディバリウス」と巡り会って

30年という記念の年にあたり、その演奏もいつも以上に力と

心がこもったものでした。曲目はバッハの「Ｇ線上のアリア」

などの古典から日本の懐かしい曲「夏の思い出」、天満さんの

ために作られた新曲「独奏ヴァイオリンのための譚歌」、そし

て天満さんの代名詞とも言える「望郷のバラード」など、バラ

エティーに富んだもので、約500名の聴衆を大いに楽しませ、

感動させてくださいました。当日の売上げはチケット代、ご寄

付を合わせて239万円、会場費などの支出は98万円で、差引

141万円がカンボジアの音楽教育の資金に充てられることに

なりました。 

次回は2018年7月14日（土）、同じく浜離宮朝日ホールにて開催されます。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各イベント時には、JHP会員の皆様にもご協力いただき、また、多くの支援者の方にもご来場いただき、

盛大に、そして楽しみながら実施することができました。 

年間10回の外部イベントに出展

参加し、JHPの諸活動の紹介と各

種資料の配布を行い、認知度を高

め、協力者を募ることに努めまし

た。また、これらイベントの多く

で、カンボジア・ネパールの教育支

援の資金として、グッズ販売や募

金活動を行ってきました。 
 

イベント出展

 

 

 

オリエンテーション 

JHP 活動説明会

 

JHPの活動、カンボジアやネパールの様子などに

ついて紹介し、国際協力や国際支援をともに考える

機会としてオリエンテーションを実施しました。月

2回（事前予約制）を基本に、その他、学校や団体な

どの要望を受け、合計15回の開催で前年度を上回る

62人の参加がありました。（2018年3月上現在） 

2017年度も昨年度同様、中学・高等学校の社会科

見学や修学旅行の訪問が多く（中学生：4校39人、

高校生：2校11人）、学習指導要綱の改訂による国

際協力・人道支援の研究学習の追加が要因であると 

考えます。なお、これら中高校生のオリエンテーシ

ョンでは、滞在時間や要望に応じ楽器清掃の実体験

を組み込むなどの対応も行ってきました。 

また、今年度は、外国籍の方の訪問受け入れや、

遠方にお住まいの方に資料送付と電話による対応

を行うなど様々な取り組みを行ってきました。 

 


